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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第155期

第１四半期連結
累計期間

第156期
第１四半期連結

累計期間
第155期

会計期間
自　平成28年１月１日
至　平成28年３月31日

自　平成29年１月１日
至　平成29年３月31日

自　平成28年１月１日
至　平成28年12月31日

売上高 （千円） 1,842,523 1,773,931 10,959,037

経常損失 （千円） △758,842 △988,821 △305,295

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純損失
（千円） △775,114 △998,324 △529,802

四半期包括利益又は包括利益 （千円） △783,150 △1,004,290 △509,924

純資産額 （千円） 2,351,460 1,573,863 2,580,519

総資産額 （千円） 16,549,784 16,094,790 15,858,922

１株当たり四半期（当期）純

損失
（円） △54.77 △70.49 △37.43

潜在株式調整後１株当たり　

四半期（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 11.3 6.9 13.3

（注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式は存在するものの１株当たり四半

期（当期）純損失金額であるため記載しておりません。

 

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

EDINET提出書類

佐渡汽船株式会社(E04244)

四半期報告書

 3/16



３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

 

(1）業績の状況

　当第１四半期連結累計期間における我が国経済は、政府や日本銀行による各種政策等の効果により、緩やかな回

復基調で推移しました。しかしながら、米国の新政権の政策変更の動向による海外経済の不確実性の高まりや世界

的な地政学リスクの高まりにより、国内景気への影響が懸念される等、依然として先行き不透明な状況が続いてお

ります。

　こうした状況の中、当社では安全運航の徹底、お客様の減少傾向を止める、貨物部門の効率化と赤字航路の見直

しを重点課題として掲げ、積極的な営業展開を図りました。しかしながら、当第1四半期連結累計期間において

は、旅客、航送、貨物の各部門とも低調に推移したことから、輸送実績は前年同期を下回りました。

　当第１四半期連結累計期間の売上高は1,773,931千円（前年同期比3.7％減）、営業損失は961,511千円（前年同

期は722,603千円の営業損失）、経常損失は988,821千円（前年同期は758,842千円の経常損失）、親会社株主に帰

属する四半期純損失は998,324千円（前年同期は775,114千円の親会社株主に帰属する四半期純損失）となりまし

た。

 

　セグメントの業績は以下のとおりであります。なお、当社グループの売上高は事業の性質上、第３四半期に著し

く増加する傾向にあり、季節的変動が顕著であります。

 

①海運

　当第１四半期連結累計期間の旅客輸送人員は211,770人（前年同期比3.1％減）、自動車航送台数は乗用車換算で

34,837台（前年同期比2.9％減）、貨物輸送トン数は38,899トン（前年同期比0.6％減）となりました。

　当第１四半期連結累計期間の売上高は1,144,810千円（前年同期比4.9％減）、セグメント損失（営業損失）は

874,246千円（前年同期は657,062千円のセグメント損失（営業損失））となりました。

②一般貨物自動車運送

　当第１四半期連結累計期間の売上高は368,780千円（前年同期比5.0％減）、セグメント損失（営業損失）は

3,209千円（前年同期は17,393千円のセグメント利益（営業利益））となりました。

③売店・飲食

　当第１四半期連結累計期間の売上高は160,147千円（前年同期比2.8％増）、セグメント損失（営業損失）は

29,078千円（前年同期は39,799千円のセグメント損失（営業損失））となりました。

④観光

　当第１四半期連結累計期間の売上高は54,944千円（前年同期比1.2％増）、セグメント損失（営業損失）は

62,557千円（前年同期は50,633千円のセグメント損失（営業損失））となりました。

⑤その他

　当第１四半期連結累計期間の売上高は45,250千円（前年同期比10.7％増）、セグメント利益（営業利益）は103

千円（前年同期は2,954千円のセグメント損失（営業損失））となりました。

 

(2）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(3）研究開発活動

　記載すべき事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 40,000,000

計 40,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）

（平成29年３月31日）

提出日現在発行数
（株）

（平成29年５月15日）

上場金融商品取引所名又は
登録認可金融商品取引業協
会名

内容

普通株式 14,275,450 14,275,450

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数

100株

計 14,275,450 14,275,450 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成29年１月１日～

平成29年３月31日
－ 14,275,450 － 843,135 － 680,992

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成28年12月31日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

①【発行済株式】

平成29年３月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）

（自己保有株式）

普通株式      74,700
－ －

（相互保有株式）

普通株式      64,400
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式  14,128,900 141,289 －

単元未満株式 普通株式       7,450 － －

発行済株式総数 14,275,450 － －

総株主の議決権 － 141,289 －

 

②【自己株式等】

平成29年３月31日現在
 

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）      

佐渡汽船株式会社
新潟県佐渡市

両津湊353番地
74,700 － 74,700 0.52

（相互保有株式）      

佐渡汽船運輸株式会社
新潟県佐渡市

吾潟183番地１
61,400 － 61,400 0.43

佐渡汽船観光株式会社
新潟市中央区

万代島９番１号
3,000 － 3,000 0.02

計 － 139,100 － 139,100 0.97

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

佐渡汽船株式会社(E04244)

四半期報告書

 6/16



第４【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）及び「海運企業財務諸表準則」（昭和29年運輸省告示第431号）に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成29年１月１日から平

成29年３月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成29年１月１日から平成29年３月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成28年１月１日
　至　平成28年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成29年１月１日
　至　平成29年３月31日)

売上高 1,842,523 1,773,931

売上原価 2,319,809 2,495,065

売上総損失（△） △477,286 △721,134

販売費及び一般管理費 245,317 240,377

営業損失（△） △722,603 △961,511

営業外収益   

固定資産賃貸料 16,687 18,111

受取利息 158 42

受取配当金 431 465

その他 13,058 14,497

営業外収益合計 30,334 33,115

営業外費用   

支払利息 48,482 42,867

固定資産賃貸費用 11,476 9,911

その他 6,615 7,647

営業外費用合計 66,573 60,425

経常損失（△） △758,842 △988,821

特別利益   

固定資産売却益 5,785 2,164

特別利益合計 5,785 2,164

特別損失   

固定資産売却損 564 －

固定資産除却損 5,378 1,919

特別損失合計 5,942 1,919

税金等調整前四半期純損失（△） △758,999 △988,576

法人税、住民税及び事業税 22,464 16,466

法人税等調整額 △4,712 △1,726

法人税等合計 17,752 14,740

四半期純損失（△） △776,751 △1,003,316

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △1,637 △4,992

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △775,114 △998,324
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成28年１月１日
　至　平成28年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成29年１月１日
　至　平成29年３月31日)

四半期純損失（△） △776,751 △1,003,316

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △6,399 △974

その他の包括利益合計 △6,399 △974

四半期包括利益 △783,150 △1,004,290

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △781,287 △999,328

非支配株主に係る四半期包括利益 △1,863 △4,962
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(2)【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成28年12月31日)

当第１四半期連結会計期間

(平成29年３月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,111,021 2,296,007

受取手形及び売掛金 748,619 716,552

たな卸資産 797,953 795,030

繰延税金資産 14,075 13,711

その他 207,733 246,059

貸倒引当金 △4,321 △4,230

流動資産合計 3,875,080 4,063,129

固定資産   

有形固定資産   

船舶（純額） 5,712,208 5,681,454

建物（純額） 2,814,824 2,771,395

土地 1,738,812 1,738,812

建設仮勘定 97,099 228,580

その他（純額） 824,712 819,340

有形固定資産合計 11,187,655 11,239,581

無形固定資産   

その他 177,514 175,413

無形固定資産合計 177,514 175,413

投資その他の資産   

投資有価証券 173,709 172,316

長期前払費用 302,653 303,688

繰延税金資産 38,249 38,249

その他 56,506 57,499

貸倒引当金 △33 △33

投資その他の資産合計 571,084 571,719

固定資産合計 11,936,253 11,986,713

繰延資産   

社債発行費 47,589 44,948

繰延資産合計 47,589 44,948

資産合計 15,858,922 16,094,790
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成28年12月31日)

当第１四半期連結会計期間

(平成29年３月31日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 454,608 625,628

短期借入金 ※３ 157,400 ※３ 411,000

1年内返済予定の長期借入金 1,681,268 1,797,509

1年内償還予定の社債 420,040 420,040

未払法人税等 40,384 17,923

賞与引当金 45,496 164,745

その他 740,999 644,313

流動負債合計 3,540,195 4,081,158

固定負債   

社債 1,819,140 1,609,120

長期借入金 6,711,144 7,572,894

役員退職慰労引当金 56,255 58,313

退職給付に係る負債 824,161 836,207

特別修繕引当金 105,836 152,535

資産除去債務 27,088 27,223

その他 194,584 183,477

固定負債合計 9,738,208 10,439,769

負債合計 13,278,403 14,520,927

純資産の部   

株主資本   

資本金 843,135 843,135

資本剰余金 651,203 651,203

利益剰余金 644,115 △354,209

自己株式 △46,432 △46,432

株主資本合計 2,092,021 1,093,697

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 24,969 23,965

その他の包括利益累計額合計 24,969 23,965

新株予約権 66,570 66,570

非支配株主持分 396,959 389,631

純資産合計 2,580,519 1,573,863

負債純資産合計 15,858,922 16,094,790
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【注記事項】

（追加情報）

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針）

　「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日）を当

第1四半期連結会計期間から適用しております。

 

（四半期連結損益計算書関係）

前第１四半期連結累計期間（自　平成28年１月１日　至　平成28年３月31日）及び当第１四半期連結累計期間

（自　平成29年１月１日　至　平成29年３月31日）

　当社グループの売上高は、事業の性質上、第３四半期に集中する傾向があり、季節的変動が顕著であります。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

１　受取手形裏書譲渡高

 
前連結会計年度

（平成28年12月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成29年３月31日）

受取手形裏書譲渡高 7,069千円 4,334千円

 

２　保証債務

他の協同組合の金融機関からの借り入れに対して債務保証を行っております。

 
前連結会計年度

（平成28年12月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成29年３月31日）

新潟流通センター

運送事業協同組合
84,000千円 84,000千円

 

※３　当座貸越契約

　当社グループでは運転資金の効率的な調達を行うため、取引銀行５行と当座貸越契約を締結しております。この

契約に基づく借入未実行残高は次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（平成28年12月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成29年３月31日）

当座貸越極度額 1,464,000千円 1,464,000千円

借入実行残高 82,400 374,000

　差引額 1,381,600 1,090,000

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四

半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は

次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成28年１月１日

　　至　平成28年３月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成29年１月１日

　　至　平成29年３月31日）

減価償却費 234,913千円 217,444千円

のれんの償却額 125 －

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成28年１月１日　至　平成28年３月31日）

配当金支払額

該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成29年１月１日　至　平成29年３月31日）

配当金支払額

該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

佐渡汽船株式会社(E04244)

四半期報告書

12/16



（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成28年１月１日　至　平成28年３月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 報告セグメント
その他

（注）
合計

 海運
一般貨物

自動車運送
売店・飲食 観光 計

売上高        

外部顧客への売上高 1,203,561 388,050 155,736 54,288 1,801,635 40,888 1,842,523

セグメント間の内部売上高

又は振替高
2 83,135 7,559 92,068 182,764 44,421 227,185

計 1,203,563 471,185 163,295 146,356 1,984,399 85,309 2,069,708

セグメント利益又は

 　　　　　　　損失(△)
△657,062 17,393 △39,799 △50,633 △730,101 △2,954 △733,055

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、建物サービス事業及び不

動産賃貸事業を含んでおります。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

                                             （単位：千円）

　利益 　金額

　報告セグメント計 △730,101

　「その他」の区分の損失 △2,954

　セグメント間取引消去 10,452

　四半期連結損益計算書の営業損失 △722,603
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Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成29年１月１日　至　平成29年３月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 報告セグメント
その他

（注）
合計

 海運
一般貨物

自動車運送
売店・飲食 観光 計

売上高        

外部顧客への売上高 1,144,810 368,780 160,147 54,944 1,728,681 45,250 1,773,931

セグメント間の内部売上高

又は振替高
547 82,509 5,117 92,554 180,727 42,424 223,151

計 1,145,357 451,289 165,264 147,498 1,909,408 87,674 1,997,082

セグメント利益又は

 　　　　　　　損失(△)
△874,246 △3,209 △29,078 △62,557 △969,090 103 △968,987

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、建物サービス事業及び不

動産賃貸事業を含んでおります。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

                                             （単位：千円）

　利益 　金額

　報告セグメント計 △969,090

　「その他」の区分の損失 103

　セグメント間取引消去 7,476

　四半期連結損益計算書の営業損失 △961,511

 

（企業結合等関係）

　該当事項はありません。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成28年１月１日
至　平成28年３月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成29年１月１日
至　平成29年３月31日）

１株当たり四半期純損失金額 54円77銭 70円49銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純損失金額（千円） 775,114 998,324

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する

四半期純損失金額（千円）
775,114 998,324

普通株式の期中平均株式数（株） 14,150,913 14,163,112

　（注）　前第１四半期連結累計期間及び当第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期純損失金額であるため記載しておりません。
 
 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成29年５月15日

佐渡汽船株式会社

取締役会　御中
 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 五 十 嵐　　　   朗　　印

 

 
指定有限責任社員

業 務 執 行 社 員
 公認会計士 清 　 水 　 栄 　 一　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられてい
る佐渡汽船株式会社の平成29年１月１日から平成29年12月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会
計期間（平成29年１月１日から平成29年３月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成29年１月１
日から平成29年３月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結損益計算書、四半期
連結包括利益計算書、四半期連結貸借対照表及び注記について四半期レビューを行った。
 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠
して四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚
偽表示のない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整
備及び運用することが含まれる。
 

監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結
財務諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認めら
れる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し
て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我
が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比
べて限定された手続である。
　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 

監査人の結論
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般
に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、佐渡汽船株式会社及び連結子会社
の平成29年３月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適
正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
 

利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな
い。
 

以　上
 
 
　（注）１　上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。
２　XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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